
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
石川県能登町　公立宇出津総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 100

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 17 - ド 透 I 訓 救 臨 - - 100

- 年度 - 年度 - 年度

100

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

16,972 10,703 第２種該当 １０：１ 100 -

Ⅰ 地域において担っている役割
　地域医療の基幹病院として、可能な限り当院で
完結できるよう取組み、対応しきれない重篤な患
者様や、専門的な治療を要する患者様については
３次救急医療機関と緊密な連携により、必要な治
療を切れ目なく受けられるようにし、地域包括ケ
ア病床に加え、訪問診療や訪問看護で患者様をサ
ポートし、都市圏から遠く離れていても、可能な
限り格差のない医療の提供を行う。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 94.0 95.4 87.0 89.2 94.5当該値 103.4 105.2 102.7 102.0 103.5 当該値 70.6 75.6 74.0 73.1 83.6当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 85.3 84.2 83.9 84.0 84.3平均値 98.3 96.7 96.6 97.2 96.9 平均値 67.9 69.8 69.7 70.1 70.4平均値 118.9 119.5 116.9 117.1 120.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

令和元年度は経常収支比率、医業収支比率、病床
利用率、材料費対医業収益比率は、類似病院平均
値より高く、入院患者及び外来患者1人1日当たり
収益、職員給与費対医業収益比率は、類似病院平
均値より低い。また累積欠損金はなく、経常収支
比率も100％を維持していることから、令和元年
度の経営の健全性や効率性は保たれていると考え
ている。令和元年度は病床数を100床に変更し病
床利用率が10.5％増となった。また職員3名の減
で給与費101,671千円が減少し職員給与費対医業
収益比率が3.3％減少した。また入院及び外来患
者1人1日当たりの収益も昨年度より向上した。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 1床当たりの有形固定資産については、当病院は
平成2年度に病床数188床として改築され、その後
減床しながら、令和元年度は100床となった。そ
のため1床あたりの有形固定資産は、全国平均や
類似病院平均値より高くなっている。また改築か
ら29年経過しており、有形固定資産減価償却率
は、全国平均や類似病院平均値より高い。令和元
年度は電子カルテシステムを更新したことから、
機械備品減価償却率が11.9％減少したが、有形固
定資産の老朽化は依然進んでいる。今後も計画的
な施設改修や器械備品の更新に取り組んでいく。

R01 H27 H28 H29

21.1 20.6 21.3 20.0 21.152.4 当該値33,340 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 32,532 33,492 34,136 34,924

51.2 50.8 55.6 55.78,394 8,760 8,757 8,586 9,184 当該値

10,037 9,976 10,130 10,244

当該値 33,734 32,308 32,817 32,585

17.5

2. 老朽化の状況

全体総括

令和元年度の経営状況は、昨年度よりも健全で
あったと考えております。しかし当病院の患者様
の９割近くが能登町民であるため、入外来患者数
は、能登町の人口に大きく左右されており、患者
数は昨年度より全体で3,093人が減少した。今後
も患者数は減少していく見込ですが、地域の基幹
病院として「医療・保健・福祉」の総合的なサー
ビスと格差のない医療の提供を行うため、必要病
床数を検討し、医師、看護師、薬剤師の人材確
保、計画的な施設改修、器械備品の更新に今後も
取り組んでいきます。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

63.3 平均値 19.0 18.7 18.3 17.710,602 平均値 62.5 63.4 63.4 63.735,788 平均値

H29 H30 R01

当該値 53.9 56.5 59.8 62.8 60.9 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

48,049,292 48,487,767 48,759,292 48,934,500 58,771,86069.3 当該値

平均値 52.4 52.5 53.5 54.1

71.5 72.8 77.4 81.2

41,891,21371.7 平均値 35,730,958 37,752,628 39,094,598 40,683,72754.6 平均値 69.2 69.7 71.3 71.4
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④病床利用率(％)
【74.7】
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③累積欠損金比率(％)
【59.6】
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②医業収支比率(％)
【89.5】
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①経常収支比率(％)
【98.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【53.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.0】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【15,586】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】
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